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にちなん町民大学における講和から（「日南の森から地球を動かす」）

　１－１　地球環境・資源を考える　　　　　　　（NPO法人　フォレストアカデミージャパン　副理事長）

　石油というのは、地球が３００万年かかったものを、だいたい一年で消費しているという言葉がありました。
そういった３００万対１というような貴重な資源・財産を簡単に使っていいのか。そんな石油の問題もあります。
先般、再生エネルギーによる電気料の買い取り価格の委員会がありました。
一方、発電コストという面でみると、ソーラー・太陽光が４９円、その他、風力・水力が１９円前後、火力、これ
がいちばん安いということで１０円を切るような、これは、KWHあたりです。もっとも安いのは地熱発電ということであ
ります。原子力が５円・６円といった数字になっていますけども、これは当然事故がなかったことが前提でありま
すが、ちょっと論外ではないか。したがって、この前の新聞に出ていました買い取り価格は当然太陽光のほうが
高くなるということです。
もう一つは、資源です。エネルギー需要の供給源から見てみますと、年代を経て、石油が全体的に落ちてきて
おります。石炭については若干増えつつある、天然ガスも若干増えつつある。
日本は資源のない国です。この資源のない国がどうやって、これから経済活動を維持していくかということがこ
れから問題になると思う。石油は中東からでありまして、ホルムズ海峡封鎖がどういう影響するかというようなこと
もあり、常に気を配っておく必要がある。
（次号に続きます）
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